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伝統ある山田小学校の歴史の節目に際して
岡垣町長 樋　　龍治

創立128年を迎え、町立小学校としては最も歴史ある学校の一つである山田小学校が現代的
な新校舎に生まれ変わり、ここに華々しく落成することに、町長として、また一町民・一卒業
生として、誠に感激の極みでございます。
さて、山田小学校は校舎の老朽化が進み、このまま使用し続けるのは危険であるとの判断の

もと、全面改築を決定しました。以後、“地域に開かれた”最先端の学校をめざし、関係各機関
と協議・検討を進め、今日の落成を迎えたわけです。現在の教育会のキーワードとして、“開かれた学校”、“生涯
学習の推進”、“総合的な学習”、“高度情報化”などがありますが、これらのキーワードに十分対応できる学校をめ
ざし、設計・施行を施しました。
特に、開かれた学校づくりと児童の安全確保という問題が、大阪府での痛ましい事件から論議されています。山

田小学校の場合、地域に開放し児童と地域の人々が交流できる部分と、児童の学習に供する部分を棟で分離し、児
童の安全確保に細心の注意が図れる構造となっています。
いつの時代も子どもは次代を担う社会の宝です。このようなすばらしい環境で学習する子どもたちが、将来、町

を、日本を、担う人材に育ってくれることを切に願っています。
最後に、多大なるご尽力をいただきました関係者の方々に心から感謝を申し上げ、私のあいさつとさせていただ

きます。

8
月
23
日
、
華
々
し
く
落
成
し
た
山

田
小
学
校
新
校
舎
。
改
築
工
事
費
は
総

額
18
億
円
、
着
工
か
ら
竣
工
ま
で
約
1

年
で
完
成
し
た
同
校
舎
は
、
今
ま
で
に

無
い
先
進
的
な
設
計
が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
校
舎
の
改
築
は
、

①
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る

山
田
小
学
校

・
わ
が
ふ
る
さ
と
感
を
児
童
た
ち
が
自

分
た
ち
で
つ
く
り
あ
げ
る
学
校
を

め
ざ
す
。

・
敷
地
内
に
可
能
な
限
り
ふ
る
さ
と
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
緑
」
を
配
す
る
。

②
「
や
さ
し
さ
」
や
「
ゆ
と
り
」
を

は
ぐ
く
む
山
田
小
学
校

・
内
装
は
で
き
る
限
り
木
製
を
使
う
。

・
校
門
か
ら
の
通
り
を
「
あ
い
さ
つ
通

り
」
と
す
る
。

・
普
通
教
室
の
前
方
に
多
目
的
な
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
。

・
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
（
多
目
的
ル
ー
ム
）

の
設
置
。

・
空
間
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
屋
上

プ
ー
ル
を
設
置
。

③
地
域
に
開
か
れ
た
山
田
小
学
校

・
特
別
教
室
棟
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
地
域

に
開
放
で
き
る
。

・
児
童
た
ち
の
安
全
に
も
配
慮
し
つ

つ
、
地
域
の
方
々
と
交
流
で
き
る

よ
う
機
能
を
生
か
し
た
棟
の
構
成
。

④
情
報
化
時
代
に
対
応
す
る山

田
小
学
校

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
設
置
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
と
職
員
室
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
（
校
内
L
A
N
）。

・
情
報
機
器
を
充
分
に
活
用
で
き
る
研

修
体
制
の
確
立
。

と
い
う
、
4
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
注
目
し
た
い
の
は
「
③
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
」
で
す
。
新
校
舎
は

児
童
の
学
習
施
設
で
あ
る
教
室
棟
と
、

職
員
室
や
事
務
室
の
あ
る
管
理
棟
、
そ

し
て
地
域
に
開
放
す
る
こ
と
を
念
頭
に

お
い
た
特
別
教
室
棟
に
分
か
れ
て
お

り
、
地
域
に
開
放
す
る
部
分
は
特
別
教

室
棟
で
す
。

こ
の
棟
の
1
階
に
は
多
目
的
に
利
用

で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
や
小
集
会
な
ど
が
で

き
る
和
室
、
家
庭
科
調
理
室
な
ど
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
階
に
は
パ
ソ
コ
ン
講
習
に

利
用
で
き
る
情
報
教
育
室
や
視
聴
覚

室
、
3
階
に
は
作
業
場
と
し
て
利
用
で

き
る
図
工
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。地

域
の
人
た
ち
が
施
設
設
備
を
十
分

に
活
用
さ
れ
、
生
涯
学
習
の
核
と
し
、

ま
た
、「
学
校
と
地
域
」
の
壁
が
取
り

除
か
れ
、
互
い
に
協
力
し
て
子
ど
も
の

育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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ふるさとに開かれた学校づくりをめざして
岡垣町教育長 安部　欽一朗

創立128年を有する山田小学校が、21世紀の幕開けとともに先進的な校舎に生まれ変わり、
新しい教育へと歩みを始めるのは、誠に喜ばしいことです。
学校づくりにあたっては、多くの方々のご意見を参考にさせていただきながら、次のような

点を基本的な考え方として、建設を行いました。第一に、内外に開かれた学校であるというこ
とです。｢先生と子ども｣｢子どもと子ども｣｢学校と地域｣との壁を取り除き、互いに協力して子どもの育成に取り組
むことを目的としました。施設もオープンの部分を多く取り入れ、交流が一層進むように配慮しています。ここで、
様々な学習活動が展開され、輝く瞳を持った山田っ子が育ってくれることでしょう。第二に、地域の情報センター
となる学校づくりをめざしました。地域の方々が施設設備を活用され、生涯学習の一助となれば幸いです。第三に、
人や環境にやさしい学校づくりをめざしています。木の香りを感じる施設、太陽熱による発電や雨水を利用した池
など、やさしい環境で学習した子どもたちには、豊かな心が育成されると思います。この充実した教育環境からす
ばらしい岡垣っ子が、さらに輩出されることを願っています。
最後に、支えてくださった地域の方々や、ご尽力いただいた関係者の方々に心から感謝申し上げまして私の挨拶

とさせていただきます。

◎特集

平
成
9
年
6
月
　
危
険
老
朽
校
舎
判
断
の
た
め
建
物
耐
力
度
測
定
業
務
委
託

平
成
9
年
6
月
　
教
育
委
員
会
に
校
舎
改
築
に
係
る
耐
力
度
調
査
委
託
を
報
告

平
成
10
年
2
月
　
先
進
地(

北
九
州
市
立
槻
田
小
学
校)

視
察

平
成
10
年
3
月
　
文
部
省
、
耐
力
度
調
査
申
請
書
受
理

危
険
建
物
老
朽
校
舎
と
し
て
の
補
助
要
件
を
満
た
す

平
成
10
年
4
月
　
山
田
小
学
校
改
築
検
討
委
員
会
設
置
・
開
催

平
成
10
年
5
月
　
先
進
地(

宗
像
市
立
河
東
西
小
学
校)

視
察

平
成
10
年
6
月
　
山
田
小
学
校
P
T
A
役
員
会
に

新
校
舎
建
設
に
係
る
説
明
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

平
成
10
年
7
月
　
防
衛
施
設
周
辺
防
音
事
業
に
よ
り
取
得
し
た

財
産
の
処
分
申
請
に
係
る
協
議(

福
岡
防
衛
施
設
局)

平
成
10
年
8
月
　
先
進
地(

宗
像
市
立
河
東
西
小
学
校)

視
察(

給
食
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム)

平
成
10
年
9
月
　
山
田
小
学
校
基
本
整
備
計
画
業
務
委
託

平
成
10
年
11
月
　
防
衛
施
設
周
辺
防
音
事
業
に
よ
り
取
得
し
た

財
産
の
処
分
申
請
の
承
認(

福
岡
防
衛
施
設
局)

平
成
11
年
3
月
　
町
首
脳
会
議
　
基
本
整
備
計
画
の
案
を
決
定

平
成
11
年
4
月
　
臨
時
町
議
会
に
基
本
整
備
計
画
の
最
終
報
告

平
成
11
年
5
月
　
先
進
地(

穂
波
町
立
椋
本
小
学
校)

視
察

平
成
11
年
7
月
　
山
田
小
学
校
校
舎
改
築
実
施
設
計
委
託

平
成
11
年
7
月
　
先
進
地(

佐
賀
県
嬉
野
市
立
嬉
野
小
学
校)

視
察

平
成
11
年
8
月
　
山
田
小
学
校
区
長
・
公
民
館
長
説
明
会

平
成
12
年
3
月
　
山
田
小
学
校
校
舎
改
築
実
施
設
計
完
成

平
成
12
年
6
月
　
校
舎
落
成
記
念
事
業
実
行
委
員
会
発
足

平
成
12
年
7
月
　
校
舎
改
築
地
元
説
明
会
開
催

平
成
12
年
7
月
　
校
舎
改
築
起
工
式(

7
月
13
日)

平
成
12
年
7
月
　
プ
ー
ル
解
体
開
始

平
成
13
年
3
月
　
新
校
舎
コ
ン
ク
リ
打
設
終
了

平
成
13
年
8
月
　
新
校
舎
完
成
、
落
成
式(

8
月
23
日)
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昇降口
入口の段差を無くし、ケガをし

た人や車イスの人が上がりやすい
ようになっています。

事
務
室

電
灯
の
消
し
忘
れ
も
教
室
ま

で
行
か
ず
に
消
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
も
っ
て
い
ま
す
。

中庭芝生広場
子どもたちが遊びまわれる芝生と、

魚や水草を育てる池があります。
この池は、雨水が入ってきて水が
入れ替わる自然を利用した設計がさ
れています。

ランチルーム
90人～100人くらいの人が食べ

られるランチルームです。学年一
緒に給食を食べたり、違う学年と
交流しながら食べたりすることが
できます。

給食調理室
今までは、床に水を流して衛生を保つというやり方でし

たが、新校舎はドライ方式を取り入れています。
このドライ方式は、これまでよりさらに衛生面に配慮し

たシステムです。O―157や食中毒対策をさらに強化した
新しいタイプの給食調理室といえます。

1F

和室
30畳ほどの和室。ここではお茶を点て

ることができます。地域の人たちに開放
されます。

前
ペ
ー
ジ
で
山
田
小
学
校
新
校
舎
は

先
進
的
な
設
計
が
施
さ
れ
て
い
る
と
書

き
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
ど
こ
が
ど
ん
な
ふ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
写
真
を
ま
じ
え

て
紹
介
し
ま
す
。
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プール
今までと違い建物の屋上にあります。高学

年・低学年用の2つのプールがあります。
去年工事を見るだけで卒業した、今の中学1年

生にもこのプールで泳いでもらう計画をたてて
いるとのことです。

ワークスペース
学級担任だけでなく、学年担任の

先生(たくさんの先生)の目で、子ども
たちを見てもらうという目的から、廊
下と教室の間の壁がありません。
これからは、学級ごとの勉強から学

年ごとの勉強や学級が入り混じった新
しい勉強を行っていくとのことです。

情報教育室
パソコンの勉強をするところです。

約20台のパソコンがあります。

ミィーティングルーム
(先生たちの部屋)

先生は職員室に行かず、いつもここ
にいて、子どもたちと話ができるよう
になっています。

図書ラウンジ
オープン型の図書室です。床暖

房が設置してあるので、冬でもぽ
かぽかと暖かい中で本を読むこと
ができます。
将来的には、コンピュータでサ

ンリーアイ図書館と情報がつなが
ります。

6年生の教室
1年生～5年生と違い、廊下

と教室の境を移動式扉で仕切
ることができます。
落ち着いて勉強しなければ

いけないときは扉を閉めて授
業します。

黒板
小さい子も大きい子も使いやすい

ように、高さが調節できるようにな
っています。

2F

3F



ホ
ッ
ト
な
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

10月1日からスタートしますよ！！
第4次住居表示
8月28日、役場町長室で岡垣郵便局から町に住居表

示板や街区表示板などの寄贈が行われました。これは、
10月1日(月)から実施される第4次住居表示(東山田
区・緑ケ丘区の一部・西山田区の一部・茅原区の一部)
のために、寄贈されたものです。
寄贈された住居表示板や街区表示板などは、対象地

区に取り付けを行いました。対象地域の住民のみなさ
んにはご協力ありがとうございました。
また、第4次住居表示に伴い岡垣サンリーアイ・東

部公民館に設置している住民票などの自動交付機は、
9月30日(日)は、データの更新作業のため使用できま
せんのでご了承ください。
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精神障害をもっている人も地域で共に生きていくために…
｢住みよい地域づくり研修会｣北九州ブロック
8月30日、サンリーアイで住み良い地

域づくり研修会が開かれました。精神障
害をもっている人も地域の中で普通に暮
らしていけることを目的に、福岡県の精
神障害者福祉会と精神保健センター主
催、地域の当事者・家族、関係者等の協
力で毎年各地で行われているものです。
精神障害者への偏見はまだ根強く、社

会的な支援も不十分な中、当事者や家族
は、大変な思いや生活をされていること
も多いのです。そのような実際を、多く
の住民の方々に知ってもらい、地域の理
解や交流が深まっていくよう、地域で暮
らす当事者や家族の人たちからの地域へ
のメッセージと各関係者のコメントや、
薬・生活支援などの精神科地域医療の今
についての医師の講演がありました。当事者・家族のそれぞれの切実な思いとひたむきに日々を大切に生
きている姿や、地域の理解と支援、人と人とのつながり、働く場や安らげる場の確保、自分の価値を認め、
自信をもち自分を表現できることの大切さなど、多くの参加者の心に強く響きました。このような感動や
理解が地域に今後も広がることが望まれます。

親睦と交流を深めるために…
メアリーと楽しもう会｢ポットラックパーティ｣
8月26日、中央公民館大会議室でメアリーと楽しもう会｢ポットラックパーティ｣が行われました。
この｢メアリーと楽しもう会｣は国際交流員が会員と会員のかけ橋となって、会員と町民の人たちを交え

た親睦と交流を深めるために企画されたものです。
ポットラックというのは、みんなが料理

を持ち寄るという意味で会場となった中央
公民館大会議室には赤飯や煮物、チーズと
んかつやエスニ
ックカレーなど
様々な料理が並
べられました。
また、ゲーム

の時間には｢首都
当てクイズ｣が行
われ、参加され
たみなさんは、
真剣な表情で問
題に取り組んで
いました。



み
ん
な
で
踊
る
と
楽
し
い
ね
！

夏
ま
つ
り
納
涼
盆
踊
り
大
会

8月18日、いこいの里で、夏まつり
納涼盆踊り大会が行われました。盆踊
り大会では、すぱーく岡垣に入りきれ
ないほどの人が集まり、力強い太鼓の
音を聞きながら大・中・小の輪になり、
3つの円を描くように踊りました。
また、盆踊りが始まる前に、参加者

のみなさんがそれぞれ大勢の人たち
とふれあうことのできる時間が設けられました。
グラウンドゴルフを応用したミニゲームでは、大人の人が子どもの

手を取り、やさしく教える姿も見
られ、また、マジックショーでは
大人から子どもまで楽しめる観
客参加のマジックが行われるな
ど、｢ふれあい｣の充実した1日に
みなさん満足そうでした。

広報おかがき　平成13年9月25日号�

お猿さん、かわいかったですね！
夏休みファミリーイベント｢夏祭りだ！全員集合｣
8月19日、岡垣サンリーアイハミングホールで、夏休みファミリーイベント｢夏

祭りだ！全員集合｣が行われました。
ニュージーランド出身の｢おとぼけ大道芸人　ゲブン=ホワイト｣さんの特大一

輪車やバルーンアートに子どもたちは大喜び。ゲブン=ホワイトさんが｢一番はや
く取りに来た人にこの風船をあげるよ。｣と作った風船を前に差し出すと、子ども
たちはわれさきにとステージに
走っていました。
一番にステージに着いた子の

風船をもらった時の、恥ずかし
いような、うれしいような表情
がとても印象的でした。
また、猿回しでは、お猿のゆ

うじくんのあっと驚くようなハ
イレベルな技や、かわいいしぐ
さに、子どもたちだけでなくお
父さんもお母さんも大盛り上が
りでした。

お猿さん、かわいかったですね！
スイカ収穫
8月22日、JR海老津駅の敷地内で、商工会女性部によるスイカの収穫祭が母の

家の児童・生徒を招待して行われました。このスイカは商工会の女性部が春に20
本の苗を植え、この夏に収穫をむかえたものです。
この収穫祭は今年で5年目を

迎えますが、今年は県の青少年
アンビシャス運動の一環として
行われました。
収穫が終わると、子どもたち

は満面の笑顔をうかべ、自分た
ちでとったすいかをおいしそう
に食べていました。
また、収穫祭の後には、スイ

カ割りやバーベキューなども行
われ、子どもたちも、商工会女
性部の人たちも充実した一日を
過していました。

福岡県北東部地方拠点都市
地域キャラクター（きりん）

の愛称募集について

福岡県北東部地方拠点都市地域を
構成する22市町村は、一体となって
「職・住・遊・学」のバランスのとれた魅
力あふれる地域づくりを行っています。
この地域のシンボルとして、当地域

の地図の形にちなんで「きりん」のキャ
ラクターをつくりました。この「きりん」に
みなさんから愛される、かわいい名前
をつけてください。
①応募方法
官製はがきに「愛称とその理由」「氏

名」「生年月日および年齢」「性別」「住所」
「電話番号」「職業」「メールアドレス」を
明記の上、郵送で応募してください。（は
がき1枚につき1点）
②募集期間
10月30日まで（消印有効）

③賞金等
愛称採用者に5万円（同名応募多数

の場合は原則均等額配分。高校生以
下は同額の図書券）
④発表
採用作品は直接本人に通知し、後日

発表します。（11月中旬～12月を予定）
⑤応募先
㈱西部九広 きりん愛称募集係

〒802―0001 北九州市小倉北区浅
野2―6―16
⑥問合せ先
福岡県北東部地方拠点都市地域整

備推進協議会事務局
（北九州市企画・学術振興局企画政策
室内） 1093―582―2156

人づ
くりまちづくり
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川
　
　
柳�

岡
垣
川
柳
会�

木
綿
間
俳
句
会�

俳
　
　
句�

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会�

参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう。「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込め
た読者のページです。�
　楽しかったこと、悲しかったことから
地区の活動まで、また、イラスト・4コマ
まんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。�
応募先／〒811-4233岡垣町大字野間
697-1 岡垣町役場地域づくり課・広報「ど
くしゃの私書箱」係�
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿
名も可）・年齢・電」をお忘れなく。�

ひ
ま
わ
り
が
見
事
に
咲
き
ま
し
た

公
園
通
り
東
区
は
新
興
住
宅
地
で
、
空
き
地
が
点
々
と
残
っ
て
い
ま
す
。
放

置
し
て
お
く
と
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草
や
雑
草
な
ど
が
繁
り
ま
す
。
ま
た
、

秋
に
な
る
と
そ
の
草
々
か
ら
花
粉
が
飛
び
散
り
害
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
空
き
地
を
整
備
し
て
み
ん
な
が
楽
し
め
る
花
を
植
え
た
ら
と
思
い
、

役
場
に
相
談
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
『
地
域
景
観
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』
で
苗

と
種
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
7
月
に
自
治
会
に

呼
び
か
け
多
く
の
参
加
を
得
て
、

サ
ル
ビ
ア
の
苗
と
ひ
ま
わ
り
の
種

を
ま
き
ま
し
た
。

今
年
は
異
常
気
象
で
サ
ル
ビ
ア

は
水
な
ど
を
や
っ
た
の
で
す
が
暑

さ
に
負
け
、
残
念
で
す
が
枯
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
ひ
ま

わ
り
は
す
く
す
く
と
育
ち
、
写
真

の
よ
う
に
見
事
に
花
を
さ
か
せ
ま

し
た
。

公
園
通
り
東
区区

長
　
井
上
　
勝
弘

8
月
13
日
、
14
日
の
両
日
、
大
勢
の
区
民
に
加
え
て
里
帰
り
中
の
皆
さ
ん
を

迎
え
、
に
ぎ
や
か
に
飾
り
つ
け
ら
れ
た
会
場
で
、
盆
踊
り
大
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
最
初
に
今
年
初
盆
を
迎
え
ら
れ
た
6
人
の
人
た
ち
の
霊
に
黙
祷
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
小
学
校
5
・
6
年
生
に
よ
る
あ
ざ
や
か
な

太
鼓
の
バ
チ
さ
ば
き
と
、
幼
児
か
ら
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
踊
り
子
さ
ん
た
ち
の

見
事
な
踊
り
が
あ
り
、
ス
テ
レ
オ
か
ら
流
れ
る
歌
声
に
合
わ
せ
て
二
重
三
重
の

輪
と
な
り
、
観
衆
の
大
き
な
拍
手
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
さ
ん
た
ち
の

た
め
に
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

や
花
火
の
打
上
げ
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
お
互
い

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
！
元
気
い
っ
ぱ
い
の

区
！
思
い
や
り
あ
ふ
れ

る
区
！
そ
ん
な
区
を
み

ん
な
で
創
ろ
う
！

を
モ
ッ
ト
ー
に
意
義
あ

る
大
会
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

南
山
田
区
盆
踊
り
大
会

実
行
委
員
会

【
写
真
は
西
嶋
　
次
男

さ
ん
、
原
稿
は
佐
伯
一

美
さ
ん
の
提
供
】

私

書

箱
�

ど

く

し

の

�

ゃ�
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短
　
　
歌�

一
般
の
人
の
作
品�

青
葉
短
歌
会�

岡
垣
乳
垂
俳
句
会�

昭和54年当時、内浦小学校区には少年野球

チームがありませんでした。すでに結成して

いた他の町内の小学生たちと親交を深めよう

と校区の体育委員が３年生から６年生までの

児童に募集を行い、９月15日に西部公民館で

結成式を行い、チームが誕生しました。

町少年軟式野球連盟に加入し、年間を通し

て大会に出場しています。また、夏休みにキ

ャンプに行ったり、親子ナイター、ボーリン

グ大会などの楽しい行事も行っています。

現在は内浦小学校１～６年生までの児童で

構成されています。(ただ今女子部員は１人)

毎週土・日曜日に西部ふれあいスポーツ広

場で練習しています。５～８月はさらに火・

木曜日、９月は水曜日も練習しています。

野球を通じて礼儀正しく、心身ともに、健

康で明るい青少年の育成に尽力しています。

連
絡
先：

安
部
慈
人(

波
津)

1
2
8
2-

4
6
2
9
へ

SPORTS

FOR
ALL

このコーナーでは、町内で活動
しているスポーツクラブを紹介
します。今回は『西部エンゼル
ス』の中村一博さん(遠賀町)に
お話しをお聞きしました。

「第17回中間遠賀地区少年の船」
夢紀行

夏まっさかりの8月8日から8月12日まで、中間遠賀地区「少年の船」が
鹿児島県の知覧町で平和学習・屋久島で自然体験学習を行い、小学4年生
から中学1年生までの37人とスタッフ14人が参加しました。
岡垣町からも団員、スタッフの13人が参加し、タイドプールでの珊瑚や

屋久杉などの見学、海がめ観測など日ごろ味わうことの出来ない貴重な体
験をしてきました。
子供達は、この5日間で団体生活の厳しさや自然の素晴らしさなどを学

び屋久島の太陽で一段と黒くなり見た目も心もたくましくなって帰ってき
ました。夏休みの忘れない思い出の一つになったようです。

NO.13

P
N
胡
喜
媚

▲
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出会い�
　ふれあい�
　　学び愛�ー学童保育所の役割ー

夫婦共働きなどで、小学校から家庭に戻っても保護者などがいない、低学年の子ども達のた
めに、放課後から親の帰宅時間まで、子ども達を保育する施設が「学童保育所」で「放課後児
童クラブ」や「学童保育クラブ」などと呼ばれています。
共働きや、母子・父子家庭の子ども達の、放課後や学校の休業日の生活を守るのが、学童保

育所です。
子ども達の放課後の過ごし方は、いろいろです。塾やおけいこ

ごと、スポーツ等、しかし低学年の子どもにとっては一時の留守
番とは違い、毎日一定の時間を、自分だけで生活するには、多く
の困難があります。
事故や怪我、病気などに自分だけで対処することは出来ません。

身の回りの処理や、学校での出来事への対応、生活時間のコント
ロールを適切に管理、指導が出来る大人の援助が必要です。保護
者にかわってこれらの役割をはたすのが、学童保育所の指導員で
あり、その目的を安全に実施出来るための施設が学童保育所なの
です。

ー学童保育所の現状ー
学童保育所は、現在全国に11,830個所設置されています。20

年前の4,288個所に比べ、この20年間で約3倍近くも増えていま
す。特にこの数年は毎年600箇所以上も増え続けています。
児童がいる世帯の、約半数の世帯で母親が仕事をしている（平

成9年厚生省調査による）社会情勢のなかでは今後もこの傾向は、
変わらないでしょう。
しかし、全国の小学校数は24,106校ですから、設置率は49％

とまだ半数の学校には設置されていない現状です。
開設場所は、学校施設内や児童館等の公共施設が、全体の8割を占めていますが、民家やアパートでの実施も10％近くあり、運
営形態も公立公営が全体の半数を超えているものの、父母会や運営委員会により運営されているところが3割近くもあります。

ー当町の学童保育ー
平成元年に、初めて開設された海老津小学校のほか、現在山田、吉木の3校で開設されています。

海老津と吉木は校地内の専用施設、山田は8月に完成したばかりの、新校舎の1階にある専用施設で平日は放課後から6時まで開
設しています。 運営は昨年まで父母の運営委員会による運営でしたが、今年度から町が学童保育連合会に業務を委託すること
により実施しています。

ー今後の課題ー
1998年に児童福祉法、社会福祉事
業法に法制化されたことにより、
自治体にも事業の推進に関し一定
の努力義務が課せられました。
現在、未設置の、戸切小学校や内
浦小学校での開設、障害児の受け
入れをはじめ、施設、保育内容、
運営内容について、今後予想され
るニーズに応え充実していくこと
が求められます。
それぞれの、地域の実状と環境

に応じた特色ある学童保育所の設
置が必要です。
人口の少子化、児童の健全育成、

女性の社会参加、雇用問題など多
くの、課題解決にも関連する行政
施策として学童保育の重要性が増
すこととなるでしょう。

問い合わせ
こども未来課こども未来係へ

新築校舎の1階のある山田学童保育所

自然環境の恵まれた吉木学童保育所



児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
が
国
会
で
成
立
し
、
平
成
12
年
11

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

法
律
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
児
童
虐

待
の
定
義
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
子
供

の
虐
待
を
疑
っ
た
り
発
見
し
た
時

は
、
児
童
相
談
所
な
ど
に
相
談
す
る

義
務
が
国
民
に
あ
る
と
い
う
も
の
で

す
。児

童
虐
待
に
は
身
体
的
虐
待
、
性

的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
食
事
を
与

え
な
い
、
長
時
間
の
放
置
な
ど
）
、

心
理
的
虐
待
（
言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、

無
視
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
は
児
童
の
心
に
大
き
な
傷
を

残
し
、
人
格
や
情
緒
の
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。虐

待
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
様
々

で
す
が
、
一
般
的
に
は
家
庭
内
の
不

和
や
育
児
の
協
力
者
が
い
な
い
た
め

に
、
子
供
に
ス
ト
レ
ス
を
ぶ
つ
け
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

育
児
を
楽
し
い
と
思
え
る
方
々
に

は
家
族
の
協
力
や
ス
ト
レ
ス
を
夫
や

友
人
な
ど
に
話
せ
た
り
と
、
周
囲
に

支
え
て
く
れ
る
人
々
が
い
ま
す
。

現
代
は
核
家
族
が
増
加
し
、
地
域

や
家
庭
内
で
さ
え
も
、
つ
な
が
り
が

薄
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

地
域
全
体
で
関
心
を
も
ち
、
子
供

達
を
見
守
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

私
達
は
、
お
母
様
方
に
少
し
で
も

”心
に
ゆ
と
り
“
を
も
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
仲
間
づ
く
り

に
”に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル
“
”子

育
て
相
談
“
、
ま
た
、
電
話
相
談
も

あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

子
育
て
や
虐
待
に
関
す
る
相
談

児
童
相
談
所
　
宗
像
支
所

1
0
9
4
0
―
3
7
―
3
2
5
5

遠
賀
福
祉
事
務
所

1
6
0
3
―
7
6
9
5

遠
賀
保
健
所
　

1
2
0
1
―
4
1
6
1

役
場
（
こ
ど
も
未
来
課
）

1
2
8
2
―
1
2
1
1

こ
ど
も
未
来
課
　保

健
婦
　
酒
井
範
子
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最
近
は
連
日
の
よ
う
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

“
児
童
虐
待
”
の
事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
報
道
の
た
び
に
、
心
を
痛
め
て
い
る

方
々
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ヘルシークッキング�
第111回�

①イカのハンバーグ�
　　　　　　 (島根(隠岐)の味)�
②マカロニ入りポタージュ�
　　　(秋向きスタミナスープ)

〈①の材料　4人分〉�
〇イカ(240㌘)〇にんじん(40㌘)〇玉ね
ぎ(60㌘)〇塩(小さじ1/4)〇酒(小さじ1と
1/3)〇卵(1個)〇生パン粉(60㌘)〇スキ
ムミルク・バター・植物油(各大さじ１)〇レ
タス(40㌘)〇レモン(20㌘)

〈②の材料　４人分〉�
〇マーガリン(大さじ2)〇小麦粉(大さじ1)
〇スープ(ｶｯﾌﾟ3)〇湯(ｶｯﾌﾟ1と1/2)〇スキ
ムミルク(大さじ6)〇油(小さじ1)〇ベーコ
ン(30㌘)〇にんじん(40㌘)〇玉ねぎ(1/2
個)〇椎茸(3枚)〇塩(小さじ1)〇こしょう(
少 )々〇マカロニ(70㌘)〇チーズ(30㌘)
〇パセリ(1本)

〈②の作り方〉�
①　スキムミルクを湯で溶かす。ベーコン
　は5㍉角切り。にんじん・玉ねぎ・椎茸(水
　にもどす)はせん切り。マカロニは茹でる。
　チーズ・パセリはみじん切り(以上下準
　備をする)　�
②　マーガリンを溶かして小麦粉を炒め、
　スープとスキムミルク液でのばす。�
③　ベーコン・にんじん・玉ねぎ・椎茸を炒
　めて②に入れ調味する。�
④　マカロニ・チーズ・パセリを入れてで
　きあがりです。�

〈①の作り方〉�
①　イカは足を抜き、胴・足・身をきれいに
　洗う。水分をきれいにふきとり、細かく切る。
　�
②　玉ねぎ・にんじんをみじん切りにし、①
　の中にとき卵・生パン粉・スキムミルクと
一緒に加える。�
③　調味料を加えてよく混ぜ合わせて食
　べやすい小判型に整える。　�
④　油をひいたフライパンで両面を焼く。
⑤　レタス・レモンと共に盛り合わせる。�

�

岡垣町食生活改善推進会�
（ヘルスメイトの会）�

残暑の疲れを食卓でいやしましょう�

一人分の栄養価�

 ｴﾈﾙｷﾞｰ�
(kcal)

 蛋白質�
(g)

脂肪�
(g)

 ｶﾙｼｳﾑ�
(mg)

塩分�
(g)

 179①�  13.5 7.9  62 0.9

 235②�  6.8 17.8 143 1.8
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な が つ き

町 役 場
教育委員会

は 1282 ―1211
ひとにいい

URL(ホームページのインターネット上の住所) http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

長月のもよおし・おしらせ長月のもよおし・おしらせ

ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
シ
ン
ナ
ー
と
は
、
塗
料
な
ど

を
薄
め
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
液
体

の
こ
と
で
、
接
着
剤
に
も
入
っ
て
い

ま
す
。
シ
ン
ナ
ー
を
乱
用
す
る
と
、

背
が
伸
び
な
い
・
筋
肉
が
つ
か
な
い

な
ど
発
育
を
妨
げ
る
大
き
な
原
因
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
脳
の
萎
縮
、
肝
臓
障
害
の

報
告
も
あ
り
、
大
量
吸
引
に
よ
り
死

亡
し
た
り
、
幻
覚
や
幻
聴
な
ど
の
症

状
が
あ
ら
わ
れ
、
最
悪
の
場
合
、
他

人
へ
の
暴
力
、
殺
人
事
件
に
発
展
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
シ
ン
ナ
ー
を
乱
用
し
た
場
合
、

「
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
」
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

と
　
き

毎
月
第
1
・
第
2
日
曜
日

の
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

と
こ
ろ

東
部
公
民
館

料
　
金

千
円(

第
1
・
第
2
日
曜

日
の
い
ず
れ
か
1
回)

※
入
会
金
不
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

あ
ん
ず

の
会
　
神
谷
1
2
8
2
―
0
8
7
7

へ
10
月
11
日(

木)

か
ら
10
月
17
日

(

水)

の
期
間
で
一
斉
公
開
建
築
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
な

ど
の
場
合
は
、
建
築
基
準
法
に
よ
り

確
認
申
請
が
必
要
で
す
。
建
築
計
画

を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
早
め
に
建
築

士
事
務
所
な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
ま
た
は
、

北
九
州
土
木
事
務
所
建
築
指
導
課

1
6
0
1
―
6
4
9
4
へ
　

今
度
の
ふ
れ
あ
い
登
山
は
、
湯
川

山
に
登
り
ま
す
。
小
･
中
学
生
の
み

な
さ
ん
、
多
数
参
加
し
て
下
さ
い
。

保
護
者
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
　
き

10
月
27
日(

土)

午
前
9
時

集
合

集
合
場
所

西
部
公
民
館

持
っ
て
く
る
も
の

弁
当
・
水
筒

問
い
合
わ
せ

岡
垣
登
山
連
盟
　
横

矢
　
守
行
1
2
8
2
―
9
2
1
2
へ

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。

県
内
に
住
ん
で
い
る
身
体
障
害
者

(

児)

に
対
し
、
障
害
者
更
生
相
談
所

が
県
内
を
巡
回
し
総
合
相
談
を
行
い

ま
す
。

と
　
き

10
月
19
日(

金)

午
前
10
時

か
ら
午
後
3
時

※
受
付
は
、
午
前
9
時
30
分
か
ら
午

後
2
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

芦
屋
町
中
央
公
民
館(

芦

屋
町
中
の
浜
4
―
4)

対
　
象

県
内
に
住
ん
で
い
る
身
体

障
害
者(

児)

、
戦
傷
病
者
お
よ
び
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
よ
う

と
　
き

平
成
13
年
10
月
17
日(

水)

か
ら
平
成
14
年
3
月(

全
15
回)

第

1
・
第
2
・
第
3
水
曜
日
　
午
後
1

時
30
分
か
ら
3
時
ま
で

と
こ
ろ

東
部
公
民
館

受
講
人
数

約
30
人(

先
着
順
と
し

ま
す
。)

講
　
師

具
　
滋
珍(

グ
　
ジ
ャ
ン

ジ
ン)

九
州
国
際
大
学
留
学
生

料
　
金

八
千
円(

国
際
交
流
会
員

は
五
千
円)

※
別
に
千
五
百
円
程
の

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

申
込
締
切

10
月
10
日(

水)

ハ
ン
グ
ル
会
話
を

楽
し
く
始
め
よ
う
!!

岡
垣
国
際
交
流
協
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣
国

際
交
流
協
会
1
2
8
2
―
0
5
4
9

F
A
X
2
8
2
―
0
5
5
9
へ

※
会
費
は
年
間
千
円
で
す
。
あ
な
た

も
国
際
交
流
協
会
の
会
員
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱

用
は
、
個
人
の
心
身
を
む
し
ば
む
ば

か
り
で
な
く
、
突
発
的
な
殺
傷
事
件

な
ど
の
凶
悪
犯
罪
の
誘
因
と
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
覚
せ
い

剤
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
薬
物
乱
用
の
恐

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

は「
福
岡
県
覚
せ
い
剤
・
シ
ン

ナ
ー
乱
用
防
止
月
間
」で
す

健
康
福
祉
課

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

押
し
花
絵
教
室

あ
ん
ず
の
会

参
加
し
よ
う
!!

湯
川
山
ふ
れ
あ
い
登
山

岡
垣
登
山
連
盟

身
体
障
害
者(

児)

へ

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係

ご
注
意
く
だ
さ
い

『
違
反
建
築
防
止
週
間
』

建
設
課

平成13年10月15日(月)から21日(日)までは、行政相談週間で
す。国や役所の仕事、公庫・公団・JR・NTTなどの特殊法人の
仕事、県や市町村が国から委任されて行っている仕事について
〇説明に納得できない　〇処理が間違っている　〇苦情を申し
出たがその処理に納得できない　〇このようにして欲しい
といった場合にはお気軽に相談ください。相談は無料で秘密

は厳守されます。
★行政相談委員の『巡回行政相談所』

★定例行政相談
毎月第2・第4金曜日の午後1時30分から4時まで、いこいの

里で行っています。
★行政相談委員(総務大臣から委嘱され
ています。)江藤　和生　(高陽区)
警察に対する要望・相談・苦情など
★警察安全相談
○と　き 10月12日(金)午後1時30分
～午後4時　○ところ いこいの里

問い合わせ
総務課庶務係へ

と　き ところ

西部公民館第1学習室10月16(火)・17日(水)

東部公民館第14会議室10月18(木)・19日(金)

中央公民館第4会議室10月20(土)・21日(日)

午後１時30分

～午後４時
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町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
在宅介護支援センター 1282 ― 5167
東部在宅介護支援センター 1282 ― 5103

1
6
0
1
―
3
9
6
9
、
福
岡
県
農

政
部
農
地
計
画
課
　
1
0
9
2
―
6

4
3
―
3
5
0
5
へ

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
者
が
よ
り

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
B
コ
ー
ト(

武
道
館
側)

の
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
武
道
館
内
の
ト
イ
レ
か
A
コ
ー

ト(

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
側)

下
の
ト
イ
レ

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
工
事
期
間

12
月
28
日(

金)

ま
でま

つ
り
岡
垣
に
長
野
県
真
田
町

(

岡
垣
町
と
国
内
留
学
交
流
を
し
て

い
ま
す)

か
ら
り
ん
ご
た
ち
が
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
ま
す
。

価
　
格

《
北
斗
》
一
箱
＝
四
千
円

《
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
》
一
箱
＝
三
千

八
百
円

※
一
箱
あ
た
り
30
玉
程
度
で
す
。

申
し
込
み

10
月
9
日(

火)

ま
で
に

役
場
地
域
づ
く
り
課
へ
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
が

1
0
0
箱
に
な

り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
生
活
福

祉
係
へ

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
用

地
や
工
場
敷
地
、
山
林
な
ど
農
地
以

外
の
用
途
に
転
換
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
に
は
許
可
が
必

要
で
す
。(

自
分
の
所
有
農
地
で
も

同
様
で
す
。
一
時
的
に
転
用
す
る
場

合
を
含
み
ま
す
。)

※
許
可
な
く
転
用
す
る
と
農
地
法
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

農
地
転
用
に
関
す
る
相
談
は
、
町

農
林
水
産
課
内
農
業
委
員
会
、
ま
た

は
、
福
岡
県
の
八
幡
農
林
事
務
所

と
す
る
人(

視
覚
障
害
者
と
内
部
障

害
者
は
除
き
ま
す)

相
談
内
容

○
補
装
具
交
付
の
要
否
判
定
、
処
方

お
よ
び
適
合
判
定

○
更
生
医
療

○
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
な
ど

へ
の
入
所

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
（
た
だ

し
、
会
場
の
設
備
、
時
間
等
の
制
約

が
あ
り
、
会
場
で
は
診
断
書
の
作
成

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
地
域
の
指
定
医
で
受
診
し

て
下
さ
い
。）

持
っ
て
く
る
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳

○
戦
傷
病
者
手
帳

○
補
装
具
の
交
付
・
修
理
希
望
の
人

は
、
前
回
交
付
の
補
装
具

○
印
か
ん

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

社
会
教
育
課
公
民
館
係

真
田
の
り
ん
ご
の

予
約
受
け
付
け
ま
す

地
域
づ
く
り
課

知
っ
て
ま
す
か
？

農
地
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す
！

農
林
水
産
課

弁護士による無料法律相談(夜間)
福岡県母子寡婦福祉連合会では、毎月1回、第2木曜日夜

間に母子・父子家庭および寡婦のために無料法律相談を実
施しています。
10月、11月、12月は下記日程にて行います。

ところ
春日市原町3丁目1番7号　クローバープラザ6階　

社会福祉法人　福岡県母子寡婦福祉連合会事務所内
※相談希望者は相談日前日までに予約をしてください。
(先着順受付　1人当りの相談時間は30分程度とします。)

申し込み・問い合わせ
福岡県母子寡婦福祉連合会へ
1092―584―3922

日程 時間

10月11日(木)

11月8日(木)

12月13日(木)

午後6時30分～午後8時30分

こ
こ
が
違
い
ま
す
！

公
的
年
金
と
私
的
年
金

老
後
の
生
活
設
計
は
自
分
自
身
で
行
う
べ

き
だ
と
考
え
、
個
人
年
金
や
生
命
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
は
、

す
べ
て
「
国
民
年
金
」
に
加
入
し
、
将
来
共
通
の
「
基
礎
年
金
」
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
的
年
金
制
度
は
、
一
人
一
人
が
積
み
立
て

を
行
う
貯
蓄
の
一
種
で
あ
る
個
人
年
金
等
と
は
異
な
り
、
世
代
の
支
え
合

い
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
年
金
や
生
命
保
険
の
給
付
は
契
約
時
の
金
額
で
す
が
、
公

的
年
金
の
年
金
額
は
、
生
活
水
準
の
向
上
に
合
わ
せ
て
五
年
ご
と
に
見
直

し
さ
れ
、
そ
の
間
の
物
価
上
昇
に
も
対
応
し
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
年
金
の
実
質
価
格
は
確
実
に
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

老
後
を
年
金
も
な
く
、
価
値
の
目
減
り
し
た
貯
蓄
だ
け
で
生
活
し
て
い

く
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
不
安
な
も
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
貯
蓄
は
使
い
使
い
続
け
て
い
け
ば
確
実
に
減
っ
て
い
き
、
い
つ

か
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
公
的
年
金
は
定
期
的
に
一
生
涯
受
け
ら
れ
ま
す
。

個
人
年
金
は
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

○
公
的
年
金
と
個
人
年
金
の
比
較
は
次
の
と
お
り
で
す
。

公的年金 個人年金

全ての人が加入加入 個人が自由意志で加入

物価や生活水準の上昇
にあわせ引き上げられ
るので、将来にわたって
実質価値が保証される

給付の
特徴

自分の保険料を積み立
てた範囲で、給付が行
われる

老齢、障害、死亡の全
てがカバーされている

給付の
種類

将来受けようとする年
金の種類や機関が多種
多様である

政府が運営しており、
基礎年金支給額の３分
の１と運営事務費は全
て国が負担する

運営

民間の保険会社が加入
者から集めた保険料を
もとに、自社の経営費用
も含めて運営している

保険料は、全額所得か
ら控除税制面 最高５万円まで控除

生活が苦しい時など
は、保険料の納付が免
除される制度がある

その他

○問い合わせ�
　住民課国保年金係へ�

国
民年金

ＱA
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月
14
日(

水)

ま
で

募
集
人
数

40
人
ま
で

旅
行
代
金

五
万
五
千
円

利
用
ホ
テ
ル

〇
儒
城
＝
儒
城
観
光

ホ
テ
ル
　
〇
公
州
＝
公
州
観
光
ホ
テ

ル
　
〇
釜
山
＝
釜
山
観
光
ホ
テ
ル

募
集
締
切

10
月
16
日(

火)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣
国

際
交
流
協
会(

中
央
公
民
館
内)

1
2
8
2
―
0
5
4
9

※
日
・
月
曜
日
は
休
み
で
す
。

地
域
音
楽
家
の

み
な
さ
ん
に
発
表

の
場
を
提
供
し
、

音
楽
の
ま
ち
づ
く

り
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
。

と
　
き

10
月
12
日(

金)

午
後
6
時

30
分
か
ら
午
後
7
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

松
本
　
恵
理
子(

ピ
ア
ノ)

曲
　
目

イ
タ
リ
ア
協
奏
曲
ヘ
長
調

B
W
V
9
7
1

他

入
場
料

無
料

※
出
演
者
募
集
中
!!
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
切
な
い
嘆
き
、

未
来
に
響
く
歓
喜
の
鍵
盤
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
情
熱
的
な
メ
ロ
デ

ィ
で
素
敵
な
夜
を
演
出
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
19
日(

金)

〇
開

場
＝
午
後
6
時
30
分
　
〇
開
演
＝
午

後
7
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

料
　
金

〇
前
売
＝
三
千
円

〇
当
日
＝
三
千
五
百
円

手
打
ち
そ
ば
〜
か
け
そ
ば
〜

そ
ば
は
心
の
原
風
景
。
み
な
さ
ん

の
家
庭
で
も
そ
ば
が
打
て
る
よ
う
に

指
導
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
21
日(

日)

午
前
10
時

か
ら
午
後
1
時

と
こ
ろ

調
理
室

講
　
師

蕎
麦
処
　
「
宇
の
」

店
主
　
宇
野
　
達
也

定
　
員

15
人

受
講
料

千
円

材
料
費

七
百
円

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
筆

記
用
具

締
め
切
り

10
月
14
日(

日)

※
直
接
、
サ
ン
リ
ー
ア
イ
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

伺
い
し
ま
す
の
で
御
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
課
　

1
2
8
2
―
1
2
1
1
へ

岡
垣
国
際
交
流
協
会(

O
I
A)

は
、
歴
史
を
旅
す
る
事
業
の
一
環
と

し
て
、
韓
国
・
百
済
の
都
、
扶
余
を

訪
ね
る
3
泊
4
日
の
旅
を
企
画
し
ま

し
た
。

と
　
き

11
月
11
日
（
日
）
か
ら
11

10
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
、

全
国
の
民
営
事
業
所
を
漏
れ
な
く
把

握
す
る
調
査
で
、
国
の
最
も
基
本
的

な
統
計
調
査
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
統
計
調
査
の
結
果
は
、

国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
の
こ

れ
か
ら
の
行
政
を
考
え
て
い
く
上

で
、
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
る
も
の

で
す
。
9
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お

事
業
者
・
企
業
統
計
調
査
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

地
域
づ
く
り
課
商
工
観
光
係

歴
史
を
旅
し
て
み
ま
せ
ん
か

釜
山
・
扶
余
・
公
州

３
泊
４
日
の
旅

岡
垣
国
際
交
流
協
会

　
ス
ポ
ッ
ト
講
座
�

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。厚
く
お
礼

を
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、故
人
の
ご

冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。　  (

8
月
31
日
受
付
分
ま
で)�

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

〇
加
地
　
宣
恭
　
様 

　
　(

東
高
陽)�

　
故
　
加
地
タ
ツ
モ
　
様 

 

　
86
歳

〇
中
西
　
久
光
　
様 

　
　(

高
　
尾)�

　
故
　
中
西
タ
ミ
子
　
様  

　
77
歳

〇
三
好
　
敏
博
　
様 

　
　(

海
老
津)�

　
故
　
三
好
　
澄
子
　
様  

　
82
歳

〇
石
田
　
文
枝
　
様 

　
　(

東
高
陽)�

　
故
　
石
田
　
寛
信
　
様  

　
73
歳

〇
真
田
　
　
学
　
様 

　
　(

西
高
陽)�

　
故
　
大
泉
キ
ヌ
ヲ
　
様  

　
91
歳

〇
入
江
　
勝
利
　
様 

　(

大
野
城
市)�

　
故
　
入
江
カ
ツ
子
　
様  

　
92
歳

〇
入
江
　
文
俊
　
様 

　
　(

糠
　
塚)�

　
故
　
入
江
ハ
ツ
ヱ
　
様 

 

　
102
歳

〇
白
石
　
三
千
男
　
様 

　(

大
阪
府)�

　
故
　
白
石
　
初
音
　
様  

　
85
歳�

〇
松
山
　
ナ
ミ
子
　
様 

　(

西
高
陽)�

　
故
　
松
山
チ
ヨ
ノ
　
様 

 

　
94
歳

〇
末
原
　
ヨ
シ
子
　
様 

　(

南
高
陽)�

　
故
　
末
原
　
貞
弘
　
様  

　
82
歳

〇
神
屋
　
悦
子
　
様 

　
　(

茅
　
原)�

　
故
　
神
屋
　
ヒ
イ
　
様 

 

　
94
歳

〇
水
越
　
美
保
　
様 

　
　(

東
松
原)

　
故
　
岩
本
　
松
喜
　
様  

　
63
歳

老
人
ク
ラ
ブ
へ�

○
入
江
　
文
俊
様�

○
神
屋
　
悦
子
様�

▽
一
般
寄
付
と
し
て�

○
大
岡
　
光
男
　
様�

○
早
川
　
八
重
子
　
様�

�

寝具を回収し、水洗い・乾燥・消毒して配達するサービスを行います。

▲実施時期　10月下旬に予定

※詳しい日程は利用者決定後、業者から連絡があります。

▲対象者　　在宅で寝具の衛生管理が困難な、

①おおむね65歳以上の単身世帯

②高齢者のみの世帯

③②に準ずる世帯に属する高齢者並びに身体障害者

▲内容　　　3点一式（掛布団・敷布団・毛布）

4点一式（掛布団・毛布・ベッドパッド・マットレス）

▲利用料　　3点一式　630円程度

4点一式　750円程度

※回収から配達まで約1週間で終わります。
※今年3月に利用された人は、この10月も継続して行います。
必要のない人は、健康福祉課高齢者福祉係へご連絡ください。

申し込み・問い合わせ
10月11日(木)までに健康福祉課高齢者福祉係へ

議案第52号 平成13年度 岡垣一般会計補正予算（第2号）
既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ33,200,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ8,703,800,000円とする
ことが可決されました。これは、山田小学校校舎解体に伴う
石綿除去工事のための補正予算です。

第4回岡垣町議会臨時会が行なわれました（8月7日）
提出された議案とその結果は次の通りです
議案第53号 山田小学校改築校舎事務備品等購入契約について
契約金額21,052,500円で山田小学校改築工事に伴う事務備

品である椅子や机等の購入契約が可決されました。
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①まちの状況
岡垣町は、福岡県の北部に位置し北は響灘、西は湯川・孔大寺山系に囲まれた町域48.51hの自然

環境に恵まれた町です。

本町には多くの自然が残されていて、潤いや感動を与えるとともに、多くの人々に親しみを持たれ

ています。なかでも、三里松原は、国定公園にも指定され、人々に数多くの思い出を与え続けていま

す。また、それ以外においてもいくつもの貴重な自然要素が豊富な町です。

町では昭和50年以降住宅団地の造成が盛んに行われ、住宅都市としての色合いが明確に強くなって

きました。そこで、町では平成11年度より将来における緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画、すなわち「緑の基本計画」の

策定を行い、自然保護への施策や手法を住民の皆さんに幅広く知ってもらい、理解や協力を得ながら今後の施策を進めていこうと考

えています。
②テーマ
現在、町では、第四次総合計画に沿ってまちづくりを展開中です。そこで、今回の緑の基本計画におけるテーマとしましては、現

存する貴重な資源を、将来に活かし育んでいくことから【～自然に思いを～　緑を育み水を守るまち】と設定し、緑化推進重点地区

の設定や様々な施策の展開を進めていきます。

※緑化推進重点地区…緑地の整備・都市緑化を重点的に推進する地区

③都市公園等の一人当たりの目標水準
町では、今後様々な施策を展開し下記の数値目標の達成を目指していきます。

都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準

※｢都市公園｣とは、都市公園法で規定するもので、｢都市公園等｣とは、都市公園に公共施設緑地を含めたものです。

以下に今後の主な施策を示します。

年　　　次

人口一人当たりの目標水準

(都市計画区域)

都 市 公 園

都市公園等

平成12年(2000年)

5.1㎡/人

11.5㎡/人

平成32年(2020年)

22.0㎡/人

29.3㎡/人
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映像広報～放映予定～�
１０月上旬��
　　……『まつり岡垣』��
１０月中旬・下旬��
　　……『町民文化祭』�

1�
（月）�

2�
（火）�

4�
（木）�

5�
（金）�

6�
（土）�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
子
ど
も
未
来
課
）
9:

00
〜
9:

20
受
付�

◎
共
同
募
金
街
頭
啓
発（
海
老
津
駅
・
ハ
ロ
ー
デ
ィ
・
A
B
C
食
鮮
館
）
17:

00
〜
18:

00�
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

カ
ラ
オ
ケ(

松
井
歌
謡
教
室)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

��

◎
ポ
リ
オ(

い
こ
い
の
里)
13:
30
〜
13:

50
受
付
�

��

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室｢

申
込
制｣

（
い
こ
い
の
里
）
9:

30
〜
14:

00
�

��

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト｢

松
本 

恵
理
子｣

(

ピ
ア
ノ)(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00
�

��

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

子
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付
�

��

10�
（水）�

11�
（木）�

12�
（金）�

15�
（月）�

16�
（火）�

◎
子
ど
も
の
発
達
相
談｢

予
約
制｣

（
い
こ
い
の
里
）
9:

00
〜
12:

30�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会(

吹
雪
さ
く
ら)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00�
�

3�
（水）�

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00��

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00�
�

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）
13:

00
〜
13:

15
受
付
�

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）
13:

15
〜
13:

30
受
付
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

���
�

8�
（月）�

祝･

体
育
の
日《
ゴ
ミ
の
収
集
は
休
み
で
す
》�

◎
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド･

町
民
武
道
館
）
9:
00
〜
15:

00�
�

◎
第
2
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
in
岡
垣｢

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト｣�

  

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
9:

30
〜
�

◎
剣
道
連
盟･

高
倉
神
社
奉
納
少
年
剣
道
大
会（
高
倉
神
社
）※
雨
天
時(

町
民
武
道
館)

13:

00
〜
17:

00��
�

14�
（日）�

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟･

男
女
混
合
大
会(

秋
季)(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8:

00
〜
17:

00��

◎
卓
球
連
盟･

秋
季
大
会（
町
民
体
育
館
）
8:

00
〜
18:

00�
�

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟･

秋
季
町
内
対
抗
戦（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
9:

00
〜
18:

00�
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

藤
丘
新
舞
踊(

藤
丘
竜
聖)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

�

7�
（日）�

《
い
こ
い
の
里
休
館
日
》�

◎
軟
式
野
球
連
盟･

秋
季
大
会(

3
日
目)�

　(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場)

8:

00
〜
17:

00�
�

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟･

第
22
回
連
盟
会
長
杯（
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8:

00
〜
17:

00
�

◎
第
2
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
選
手
権
in
岡
垣｢

開
会
式
・
予
選
リ
ー
グ｣�

  

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
9:

00
〜
17:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

�

9�
（火）�

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）
10:

00
〜
11:

00�

◎
弓
道
連
盟･

高
倉
神
社
秋
季
大
祭
奉
納
弓
道
大
会(

高
倉
神
社)

9:

00
〜
16:

00�

◎
相
撲
連
盟･

高
倉
宮
奉
納
相
撲
大
会(

高
倉
神
社)

16:

00
〜
22:

00�
�

13�
（土）�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

近
代
大
正
琴(

琴
衛
会)｣

(

い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00�

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜
�

�

日�

小
　 

型 

　
車
�

大
　
　
型
　
　
車
�

小
　 

型 

　
車
�

人
　
頭
　
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
）
�

従
　
量
　
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
）
�

大
　
　
型
　
　
車
�

10
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
�

123

戸
切
白
谷�

三
吉
、吉
木�

�

上
海
老
津
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷�

高
塚
、吉
木(

倉
丸)

、塚
原�

戸
切
、戸
切
百
合
野�

原
、波
津
、内
浦
、新
松
原
、手
野
、吉
木
、元
松
原�

西
山
田
、南
山
田（
富
士
団
地
）、茅
原
、新
海
老
津
、�

東
海
老
津 

、高
陽
、野
間
１
、野
間
２�

西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚
、西
山
田
、東
山
田
、緑
ヶ
丘
、野
間
１
、百
合
ヶ
丘�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、野
間
４�

三
吉
団
地�

緑
ヶ
丘
、西
山
田
、野
間（
全
区
）、海
老
津
、旭
台�

海
老
津
、上
畑
、上
高
倉�

野
間
一
、 

野
間
二
、野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄

団
地)

、新
海
老
津（
星
ヶ
丘
）、海
老
津
、上
畑�

5 467

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山�

戸
切
白
谷
、戸
切�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

内
浦�

月
２
回
汲
取
り
、原
、新
松
原
、�

元
松
原�

89

湯
川
、波
津
、内
浦�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄
団
地)

三
吉
、吉
木�

波
津
、原
、吉
木
、高
塚
、野
間
全
区�

高
倉
、上
高
倉�

吉
木
、高
塚�

茅
原
、新
海
老
津(

星
ヶ
丘)

、海
老
津�

野
間
４�

新
海
老
津
、野
間
２
、野
間
４
、南
山
田(

月
見
荘
、

富
士
団
地)

、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷�

戸
切
、戸
切
百
合
野�

戸
切
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷�

新
松
原
、三
吉�

吉
木�

海
老
津
、塚
原�

手
野
、新
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚�

吉
木
、高
倉
、山
田
峠
、東
山
田
、茅
原
、東
松
原�

原
、内
浦
、手
野
、吉
木�

月
２
回
汲
取
り�

糠
塚 

、山
田
、東
松
原
、百
合
ケ
丘
、鍋
田
、高

陽
、東
高
陽
、南
高
陽
、西
高
陽
、海
老
津
、新
海

老
津
、東
海
老
津
、上
海
老
津�

手
野�

三
吉
、東
黒
山
、西
黒
山
、糠
塚
、戸
切�

月
２
回
汲
取
り�

白
谷
、戸
切
、海
老
津
、上
海
老
津�

内
浦
、高
倉
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間(

全
区)

高
倉
、上
高
倉
、高
塚�

高
倉
、吉
木
、元
松
原�

吉
木�

月
２
回
汲
取
り�

月
２
回
汲
取
り�

手
野
、新
松
原
、東
山
田
、海
老
津
、

新
海
老
津
、上
畑�

10

吉
木
、東
黒
山
、西
黒
山
、高
倉
、上
高
倉�

野
間(

全
区)

、東
山
田
、戸
切
白
谷
、

戸
切
、海
老
津�

吉
木
、高
塚
、東
松
原
、高
陽
、新
海

老
津
、海
老
津
、上
畑�

湯
川
、波
津�

手
野�

月
２
回
汲
取
り�

新
松
原
、三
吉
、手
野�

原
、内
浦
、手
野
、新
松
原
、三
吉
、元
松
原
、糠
塚�

12 1113141617 1518192031 2425 2328 272930 2226 21

駅前ギャラリー��
１０月上旬��
……鉄道記念日展��
１０月下旬��
……夏休みふれあい教室�
　　作品展�



広報おかがき　平成13年9月25日号�

☆10月の納期�

☆休日・夜間の当番医は�

●国民年金保険料……………………… 10月分�
●保育料………………………………… 10月分�
●町営住宅家賃………………………… 10月分�
●町県民税(普徴)………………………… 3期分 �
●国民健康保険税………………………… 5期分�

☆各種相談�

大型 家庭ごみ収集日程�

●心配ごと相談�
　12日(金)｢いこいの里｣、�
　19日(金)｢東部公民館｣、�
　26日(金)｢いこいの里｣、13:30～16:00�
●法律相談�
　12日(金)･26日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:30�
　※電話予約が必要です。1283-2940へ�
●行政相談�
　12日(金)･26日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:00　　�
●教育電話相談（教育委員会内）�
　1282―4884《毎週月・水・金曜日》�

遠賀郡消防署　1293－1231へ�

税
の
標
語
�
税
金
で
 
知
ら
な
い
誰
か
を
 
助
け
て
る
 
 
石
塚
 
綾
乃
 

�

●
収
集
日
の
2
日
前
ま
で
に
役
場
環
境
共
生
課
生
活
環
境
係
へ
�

　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

●
大
型
ご
み
は
自
宅
ま
で
取
り
に
行
き
ま
す
。
�

●
出
せ
る
ご
み
に
つ
い
て
は
ご
み
の
分
け
方
、
出
し
方
を
ご
覧
�

　
く
だ
さ
い
。
�

�

その時、診察してもらえる当番医を教�
えてくれます�

木�

金�

土�

木�

金�

土�

木�

金�

土�

第
3

第
2

第
1

第4水�

三吉、三吉団地、糠塚、山田、塚原、�
上高倉、高倉�

戸切、戸切白谷、戸切百合野、�
上海老津、山田峠、龍王団地�
�

湯川、波津、原、内浦、元松原、手野、�
新松原�

野間（1、2、3、4）、西山田�

茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘�

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、�
松ヶ台、公園通り�
�

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽�

吉木、西黒山、東黒山、高塚�

東松原、百合ヶ丘、東海老津、高陽�

海老津、つくし会、上畑、新海老津�

・偶数月ー可燃性�
・奇数月ー不燃性�

有料シールを添付してください�！�！�

17�
（水）�

◎
健
康
相
談･

栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00�

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

00
�

◎
3
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）
13:

00
〜
13:

20
受
付
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

カ
ラ
オ
ケ(

山
び
こ
歌
謡
ク
ラ
ブ)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

�

21�
（日）�

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟･
岡
垣
町
選
手
権
大
会(

女
子
の
部)(

町
民
体
育
館)

8:

30
〜
17:

00
�

◎
ま
つ
り
岡
垣（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
10:

00
〜
15:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢
カ
ラ
オ
ケ(

歌
謡
教
室
演
歌
み
ち)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜�

23�
（火）�

◎
岡
垣
町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
10:

00
〜
12:

00
�

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室｢

申
込
制｣

（
い
こ
い
の
里
）
9:
30
〜
14:

00
収
穫
祭
�

◎
登
山
連
盟･

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
A
）
8:

30
〜
12:

00�

◎
登
山
連
盟･

懇
親
会（
東
部
公
民
館
）
12:

00
〜
15:

00
�

18�
（木）�

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟･

ふ
れ
あ
い
大
会｣

（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
B
）
8:

30
〜
13:

30�

◎
糖
尿
病
教
室（
県
立
遠
賀
病
院
）
13:

15
〜
14:

45�
�

22�
（月）�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
子
ど
も
未
来
課
）
9:
00
〜
9:

20
受
付�

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ｢

予
約
制｣

（
中
央
公
民
館
）
10:

00
〜
12:

30�
�

30�
（火）�

◎
献
血（
中
央
公
民
館
）
9:

30
〜
11:

30�

◎
献
血（
東
部
公
民
館
）
13:

00
〜
15:

30
�

31�
（水）�

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟･

月
例
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
B
）
10:

00
〜
12:

00�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

藤
丘
新
舞
踊(

藤
丘
竜
聖)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00�
�

19�
（金）�

◎
エ
ン
リ
ケ
・
ク
ッ
テ
ィ
ー
ニ
楽
団｢

タ
ン
ゴ
・
エ
モ
ー
シ
ョ
ン｣

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）開
場
＝
18:

30
〜
　
開
演=

19:

00
〜�

20�
（土）�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

舞
踊
英
流(

英
聖
菊)｣

（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00�
�

24�
（水）�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

冨
久
美
新
舞
踊(

冨
久
美
あ
や
子)｣
（
い
こ
い
の
里
）
12:

00
〜
13:

00
�

◎
ポ
リ
オ（
い
こ
い
の
里
）
13:

30
〜
13:

50
受
付
�

�

25�
（木）�

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル｢

汗
が
キ
ラ
リ
、ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス｣

（
い
こ
い
の
里
）
10:

00
〜
11:

30
�

26�
（金）�

29�
（月）�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
子
ど
も
未
来
課
）
9:

00
〜
9:

20
受
付�

27�
（土）�

◎
ペ
タ
ン
ク
連
盟･

玄
海
灘
オ
ー
プ
ン
大
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
B)

9:

00
〜
14:
00�

◎
登
山
連
盟･

湯
川
山
ふ
れ
あ
い
登
山(

湯
川
山)

9:

00
〜
15:

00�
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

舞
踊
若
峰
流(

若
峰
寿
洋)｣

（
い
こ
い
の
里
）12:

00
〜
13:
00
�

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13:

00
〜
16:

00�
�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜�

◎
い
ち
ご
塾 

文
化
講
演
会｢

池
田 

千
鶴
子(

ハ
ー
ブ
奏
者)｣

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）開
場=

18:

15
〜
開
演=

18:
45
〜�

28�
（日）�

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟･

第
22
回
新
人
戦
大
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:

00
〜
17:

00�
�

◎
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟･

秋
季
ミ
ッ
ク
ス
大
会(

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト)

8:

00
〜
17:

00�
�

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟･

教
育
長
杯
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
町
民
体
育
館
）8:

30
〜
19:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

舞
踊
翠
秀
流(

翠
秀
珠
玉)｣

（
い
こ
い
の
里
）12:

00
〜
11:

00�

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
14:

30
〜�

�



15人�

129人�

16,384人（-5）�

14,693人（-1）�

106人�  99人�

48.51

28人�

47

世帯�

（8月末）

町内の交通事故状況（人身）�

救急・火災医療　8月分�

事故件数（件）�

死亡者数（人）�

重傷者数（人）�

軽傷者数（人）�

遠賀郡消防本部�
1293-3921

74
80

0
2

31，077人（-6）�

10，881 （+7）�

28�

1�

3�

29

108�

1�

9�

136

19�

0�

2�

26

94�

1�

8�

110

7月�

7月�

地
名
の
由
来�

▼お彼岸も過ぎ、私の大好きな秋がやってきました。吹
く風もここちよくて、何か意欲的に活動してみたくなり
ます。私がすぐに連想するのは、やはり紅葉です。気象
庁の資料によると、「気温が下がると、木々は枝と葉の
間にある水分や養分の管を閉じて、緑色に代わって黄色
や赤色の色素が葉に浮き出して見えるようになります。
これが紅葉の始まりです。」とありました。花やフルー
ツ、動物などの自然界の色を見て「すごい！どうしてこ
んな色がでるのだろう?」と感動してしまいます。
▼お知らせに載せている真田町のりんごは、今年は不作
のようです。全般的に実のなるものは豊作と聞いていた

のですが、消費者としては、豊作がいいな。 (石田)
▼この『9月25日号』の特集では山田小学校の新校舎紹
介をしました。
取材のため、校舎内に入らせてもらったのですがプー

ルを見せてもらってビックリ！なんと建物の屋上にプー
ルがあるのです。話には聞いていたのですが実際に見て
みるとあらためてスゴイなぁーと思いました(私が小学
生のころは近くの中学校まで歩いていました)。
また、今回の特集で紹介した設備のほかにも、たくさ

ん新しくなったところがあります。児童のみなさん、大
事に使ってくださいね。 (三浦)

●発行／岡垣町役場 〒811-4233福岡県遠賀郡岡垣町大字野間697番地1 1093（282）1211　●編集／地域づくり課　●印刷／コロニー印刷�

ホ
ッ
ト
な
話
題�

お
待
ち

お
待
ち
し
て
ま
す
。�

お
待
ち
し
て
ま
す
。�

戸
数
は
本
村(

四
十
二)

、
茅
原(

三)

、
恋

ノ
田(

一)

の
四
十
六
戸
で
人
口
、
二
百
四

十
三
人
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
年(

一
九

〇
七)

岡
県

お
か
が
た

村
と
矢
矧

村
が
合
併
し
て
岡
垣
村

が
発
足
し
た
が
、
こ
の

頃
か
ら
現
在
の
東
部
地

区
一
帯
が
、
純
農
村
か

ら
風
景
を
変
え
て
い
っ

た
。
九
州
鉄
道
が
開
通

し
海
老
津
駅
が
開
業
、

国
道
3
号
線
が
通
り
、

さ
ら
に
は
海
老
津
炭

坑
、
高
陽
炭
坑
が
開
坑

し
た
の
で
あ
る
。
石
炭

産
業
の
繁
栄
の
中
、
駅

前
商
店
街
が
形
成
さ

れ
、
東
海
老
津
区
、
新

海
老
津
区
、
東
山
田
区

が
誕
生
し
て
い
っ
た
。

高
陽
炭
坑
に
は
巨
大
な

ボ
タ
山
が
現
れ
、
住
宅

が
建
設
さ
れ
て
い
っ

岡
垣
町
の
東
部
地
区
で
「
住
居
表
示
」

が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
名
に
関
心

を
持
つ
人
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、

今
回
か
ら
東
部
地
区
の
地
名
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
た
。

東
部
地
区
の
住
宅
密
集
地
は
、
江
戸
時

代
の
始
め
ま
で
、
中
世
か
ら
の
郷
村

ご
う
そ
ん

で
あ

る
吉
木
村
、
山
田
村
、
別
府

べ

ふ

村
に
属
し
て

い
た
。
初
代
福
岡
藩
主
・
黒
田
長
政
が
遠

賀
郡
の
検
地
を
始
め
た
慶
長
七
年(

一
六

〇
二)

頃
、
吉
木
村
か
ら
野
間
、
山
田
村

か
ら
糠
塚
・
黒
山
・
海
老
津
、
別
府
村
か

ら
戸
切
が
独
立
し
て
、
行
政
機
能
を
備
え

た
村
と
な
り
、
明
治
初
年
ま
で
続
い
た
。

明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)

町
村
制
実
施

に
よ
り
、
矢
矧

や

は
ぎ

川
に
因
む
矢
矧
村
が
誕
生

し
た
時
、
江
戸
時
代
の
村
域
は
大
字

お
お
あ
ざ

と
な

っ
て
現
在
に
至
る
の
で
あ
る
。

山
田
村
は
元
禄
五
年(

一
六
九
二)

頃
ま

で
本
村

ほ
ん
む
ら

に
当
た
る
現
在
の
山
田
区
に
五
十

八
戸
、二
百
八
十
六
人
が
居
住
し
て
い
た
。

文
政
三
年(

一
八
二
〇)

に
は
枝
郷

え
だ
ご
う

「
茅
原
」

が
現
れ
る
。
本
村
か
ら
数
戸
が
入
植
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
明
治
七
年(

一
八
七
四)

の

た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
一
年(

一
九
五

六)

石
炭
産
業
衰
退
の
中
、
海
老
津
炭
坑

が
閉
山
、
翌
年
に
は
高
陽
炭
坑
が
閉
山
し

た
た
め
人
口
が
激
減
し
た
。
閉
山
に
よ
る

混
乱
の
中
、
高
陽
区
、
西
山
田
区
、
東
松

原
区
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十

八
年
頃
か
ら
は
、
炭
坑
跡
地
や
山
林
を
開

発
し
た
宅
地
造
成
が
始
ま
っ
た
。
山
林
や

ボ
タ
山
は
削
ら
れ
、
田
畑
を
埋
め
尽
く
し

て
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
次
々
と
行
政
区
が

誕
生
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。羽

山
　
健
一昭和30年頃の高陽炭坑略図

『岡垣町史』から転載


